
 

決
め
て
い
ま
す
。 

日
本
国
民
全
員
に
番
号
を
つ

け
、
医
療
・
年
金
・
介
護
な
ど
社

会
保
障
の
給
付
、
税
金
・
社
会
保

険
料
の
支
払
い
や
所
得
情
報
な
ど

を
一
元
管
理
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
は
、
消
費
税
と
社
会
保
障
の
「
一

体
改
革
」
関
連
法
案
の
１
つ
と
し

て
出
さ
れ
、
切
り
離
し
て
審
議
す 

６
月
９
日
、
参
議
院
内
閣
委
員

会
は
日
本
年
金
機
構
の
個
人
情
報

流
出
問
題
を
受
け
、
１
０
月
か
ら

始
ま
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の

懸
念
が
広
が
っ
て
い
る
と
し
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
利
用
範
囲

を
預
貯
金
の
口
座
な
ど
に
広
げ
る

共
通
番
号
制
度
関
連
法
改
正
案
の

採
決
を
当
面
先
送
り
す
る
こ
と
を 

政
府
・
与
党
は
、
今
国
会
に
「
国

際
平
和
支
援
法
案
」
と
現
行
の
軍

事
・
防
衛
関
連
法
10
本
の
改
正
案

か
ら
な
る
「
平
和
安
全
法
制
整
備

法
案
」
の
２
法
案
を
一
括
し
て
提

出
し
ま
し
た
。 

国
会
審
議
の
序
盤
か
ら
、「
日
本

が
殺
し
、
殺
さ
れ
る
国
に
な
る
」

と
い
う
戦
争
法
案
の
危
険
な
本
質

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

   

憲
法
審
査
会
で
は
、
参
考
人
と

し
て
招
致
さ
れ
た
憲
法
学
者
が
、

そ
ろ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
法
案
に
つ

い
て
「
憲
法
に
違
反
す
る
」
と
の

認
識
を
表
明
し
、
法
案
の
違
憲
性

が
鮮
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

   

日
本
弁
護
士
連
合
会
は
、
こ
の

法
案
に
反
対
す
る
会
長
声
明
を
発

表
し
、「
①
世
界
の
ど
こ
で
で
も
自

衛
隊
が
米
国
及
び
他
国
軍
隊
と
と

も
に
武
力
を
行
使
す
る
こ
と
を
可

能
に
し
て
い
る
②
自
衛
隊
が
戦
争

を
行
っ
て
い
る
米
国
や
他
国
軍
隊

に
弾
薬
の
提
供
な
ど
ま
で
含
む
支

援
活
動
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
し

て
い
る
③
国
連
平
和
維
持
活
動

(

Ｐ
Ｋ
Ｏ)

以
外
の
活
動
に
ま
で
業

務
範
囲
を
拡
大
し
、
武
器
使
用
を 
  

認
め
て
い
る
」
と
批
判
し
、「
恒
久

平
和
主
義
を
定
め
、
平
和
的
生
存

権
を
保
障
し
た
憲
法
前
文
及
び
第

９
条
に
違
反
し
、
平
和
国
家
と
し

て
の
在
り
方
を
根
底
か
ら
覆
す
も

の
」
だ
と
、
法
案
へ
の
反
対
と
そ

の
違
法
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。 

   

５
月
19
日
の
「
朝
日
新
聞
」
の

世
論
調
査
で
は
、
安
全
保
障
法
制

関
連
法
の
今
国
会
で
の
成
立
を 

「
必
要
な
い
」
60
％
、
自
衛
隊
を

派
遣
す
る
法
案
づ
く
り
に
「
反
対
」

54
％
、
自
衛
隊
が
米
軍
の
戦
争
を

支
援
す
る
法
案
に
は
「
反
対
」
53
％

と
過
半
数
が
否
定
・
反
対
し
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
安
倍
首
相
が
言
明
し
た 

 

「
日
本
が
米
国
の
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
え

な
い
」
と
の
説
明
に
、「
納
得
で
き

な
い
」
が
68
％
で
、「
納
得
で
き
る
」

の
19
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま

す
。 

 
日
本
の
若
者
の
未
来
を
大
き
く

変
え
る
こ
と
に
な
る
重
大
な
法
案

が
「
政
権
与
党
に
よ
る
強
行
採
決
」

な
ど
の
事
態
と
な
れ
ば
、
日
本
の

歴
史
に
そ
の
名
を
残
す
暴
挙
と
な

る
の
は
明
ら
か
で
す
。 

 
 

日
本
と
世
界
の
平
和
は
軍
事
的

対
応
で
は
な
く
、
憲
法
９
条
に
よ

る
徹
底
し
た
平
和
的
外
交
努
力
に

よ
っ
て
築
か
れ
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

                 

入船 4-3-14 
☎355-8526 
minamotonton@ 
jcom.home.ne.jp 

北栄 2-3-16-203 
☎354-9269 
m5mise@jcom. 

home.ne.jp 

 

市
議
会
議
員 

美
勢 

麻
里 

 

 

☆☆☆見える市政・身近な市政・みんなの市政☆☆☆ http://www.jcp-urayasu.com/ 

 

2015年６月 15日 

第 1327号 

【発行】 

日本共産党 

浦安市議団 

☎＆ＦＡＸ 

350-1243 

 
市
議
会
議
員 

元
木
美
奈
子 

●：委員長  ○副委員長 

６
月
議
会
最
終
日
に
意
見
書
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
『
「
戦
争
立
法
」
の
制
定
を
行
わ
な
い
よ
う
求
め

る
意
見
書
』
と
『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（国
民
共
通
番
号
）法
の
実
施
中
止
・

撤
廃
を
求
め
る
意
見
書
』
の
２
つ
の
意
見
書
を
発
議
提
案
し
ま
す
。 

 



る
予
定
だ
っ
た
も
の
を
、
密
室
談

合
に
よ
る
「
社
会
保
障
制
度
改
革

推
進
法
案
」
の
中
に
盛
り
込
み
、

強
引
に
成
立
し
ま
し
た
。 

 
 

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
推
進
者

は
、
社
会
保
障
の
「
受
益
と
負
担

の
均
衡
」、
給
付
の
「
適
正
化
」、

運
営
の
「
効
率
化
」
に
よ
り
、
社

会
保
障
費
を
削
減
・
抑
制
す
る
ね

ら
い
を
前
面
に
打
ち
出
し
て
お

り
、「
社
会
保
障
制
度
改
悪
」
の
た

め
の
国
民
掌
握
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。 

 

 

ま
た
、
自
営
業
や
農
家
の
所
得

を
「
正
確
に
捕
捉
」
し
「
税
逃
れ
」

の
防
止
や
「
生
活
保
護
の
不
正
受

給
を
防
止
す
る
た
め
に
」
必
要
不

可
欠
、「
税
の
執
行
を
強
化
し
て
い

く
た
め
に
重
要
な
法
案
」
な
ど
の

説
明
か
ら
、
税
・
保
険
料
の
強
制

的
、
効
率
的
な
取
り
立
て
に
利
用

さ
れ
る
の
は
明
ら
か
で
す
。 

   
完
全
に
個
人
情
報
を
守
る
シ
ス 

 

 
 

テ
ム
が
な
い
な
か
、
韓
国
の
同
制

度
で
は
、
最
近
の
４
年
間
で
延
べ

１
億
２
千
万
人
分
が
漏
え
い
し
た

と
言
わ
れ
、
同
様
の
制
度
を
導
入

し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
個
人

情
報
の
大
量
流
出
・
不
正
使
用
が

大
問
題
に
な
り
、
制
度
見
直
し
議

論
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

   
 

 

 

先週号（第１３２６号）で、市街地液状化対

策事業の工事費などが１０９億円予算化され

たことをお知らせし、同予算が先行５地区分と

さらに加わった１地区分であると記述いたし

ましたが、これは誤りです。正しくは、事業計

画案の策定に同意した２０地区中、最後に同意

に至った６地区分を予算化したものです。 

お詫びして訂正いたします。 

４
月
に
北
栄
児
童
公
園
の

フ
ェ
ン
ス
が
壊
れ
て
い
て
危

険
、「
改
善
し
て
ほ
し
い
」
と

公
園
を
利
用
し
て
い
る
お
母

さ
ん
か
ら
メ
ー
ル
を
い
た
だ

き
、
早
速
、
現
地
調
査
を
行
い
、

み
ど
り
公
園
課
に
改
善
要
請

を
行
い
ま
し
た
。 

改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
先

週
、
新
し
い
フ
ェ
ン
ス
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。 
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